


230mm、フィルム厚115±3μｍである。

［1］光学特性

OPSフィルムの光学特性を表１に示す。OPSフィル

ムは、全光線透過率93％、位相差1nm以下で、代表的

なプラスチック基板材料であるＰＥＳフィルムと比較

し、優れた光学特性を有している。

ディスプレイにおける視認性は、明るさに比例する。

高い全光線透過率を有する材料をディスプレイに用い

ることは、光のロスを少なくすることができるため、

ディスプレイの視認性向上に繋がる。ここで測定して

いる全光線透過率は、可視光線を用い入射光量とOPS

フィルムを通った全光量の比を百分率で表す。しかし、

ディスプレイとしての光線透過率は、全光線透過率で

はなく、ディスプレイの表示色に対応する波長の光線

透過率が重要となる。

図４にOPSフィルム及びPESフィルムの光線透過率ムは、波長3ø0Lケø0nm 全可視光 䘐において光線透過率火93％以訟あｉ、PESフィルムと比較して光線透過率ぁ優れる。

ディスプレイは、堿波火 明率ぁ化宊の拳い堿 げ

要 ンれる、堿波及鮮明さは、 りけ率なく





３．ま と め

フレキシブルディスプレイ用透明プラスチック基板

材料（開発名：OPS）は、当社独自の新しい透明プラ

チックであり、優れた光学特性、高耐熱性等の特徴を

有する材料である。本材料は現在開発段階の材料であ

るが、フィルムとしての特性、両面ハードコート塗布

後のフィルムの特性、ガスバリア膜を積層した両面ハ

ードコートフィルムの特性をそれぞれ評価し、フレキ

シブルディスプレイ用透明プラスチック基板材料とし

て十分な特性を有していることを確認している。今後、

液晶ディスプレイだけでなく、電子ペーパー、有機Ｅ

Ｌなど様々なフレキシブルディスプレイに対して幅広

く使用されてゆくことを期待している。
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